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もうすぐ夏休承です。休皐中はどう

ルーズになりがちで、交通事故など

災害が多くなりますから、十分に心

てください。

車のすぐ前すぐ後の道路横断しない

急に道路に飛びださない。

道路を板|釿するときは手をあげて、

安全をたしかめてから渡る。

飲酒運転は絶対しない。

このような、だれも知っている交通

ラル（道徳）をゑんなで守れば事故

防げるのです。

お父さんお母さんは、こどもさんに

分注意をするとともに、 自分自身が

範になって<だざし妃

も

の
し

モ

は

万月加日嘩BH10日
十
模

倦母さんもいっしょに交通安全 （巾役所前交差点で写す~）
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（2）ぎ市 報 た はか（フ月号）
一

恒
例
と
な
っ
た
「
高
萩
市
民

ま
つ
り
」
が
７
月
加
・
迦
日
の

両
日
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

こ
の
催
し
は
、
市
内
の
産
業

と
観
光
の
振
興
、
市
民
相
互
の

交
流
を
目
的
と
し
て
は
じ
め
ら

れ
て
か
ら
４
回
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
と
し
は
市
制
施
行
加

周
年
、
茨
城
国
体
開
催
の
年
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て

盛
大
な
「
ま
つ
り
」
に
し
ま
し

卜
生
方
［
ノ
。

今
回
は
、
都
は
る
み
さ
ん
が

同
国
鐵
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1r吹
込
み
ま
し
た
「
高
萩
市
民
ば

や
し
」
の
お
ど
り
の
．
〈
レ
ー
ド

が
主
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お
ど

り
の
講
習
会
は
、
さ
る
６
月
”

日
高
萩
中
学
校
体
育
館
に
約
百

人
が
参
加
し
、
日
本
郷
踊
協
会

の
榊
原
喜
代
子
先
生
指
導
に
よ

り
開
か
れ
ま
し
た
が
、
参
加
し

た
ゑ
な
さ
ん
は
す
ぐ
に
覚
え
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

お
ど
り
は
簡
単
で
す
か
ら
、

ど
な
た
に
で
も
す
ぐ
で
き
ま
す

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
ど
り
の
列

に
入
っ
て
「
高
萩
市
民
ま
つ
り
」

を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ゑ
ま
し
ょ

Z

市民ぱやしおどりの講習会

う
。
ま
つ
り

そ
う
で
す
、 リ

市
制
施
行
別
間
年
の
記
念
行

事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
作
成
を

す
す
め
て
い
た
「
商
職
市
民
の

砿
」
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し

た
。

作
詞
は
市
民
の
ゑ
な
さ
ん
か

ら
応
募
を
い
た
だ
き
入
選
さ
れ

た
寺
崎
途
至
夫
さ
ん
（
安
良
川
）

の
も
の
で
、
森
菊
賊
先
生
（
東

京
企
画
）
が
補
作
し
、
作
曲
は

山
路
進
一
先
生
、
歌
は
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ポ
ッ
カ
で
、
５
月
卸

日
東
京
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
ス
タ
ジ

オ
で
吹
込
ま
れ
ま
し
た
。
曲
は

ラ
ジ
オ
歌
謡
調
で
の
ど
か
で
き

れ
い
な
歌
で
す
。

こ
の
レ
コ
ー
ド
は
、
す
で
に

完
成
し
て
い
る
．
局
萩
市
民
ぱ

や
し
」
と
あ
わ
せ
て
プ
レ
ス
さ

れ
、
八
月
中
に
は
完
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
レ
コ
ー

ド
の
配
布
に
つ
い
て
は
後
日
市

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

蕊
「
高
萩
市
民
の
歌
」
が
完
成

レ
コ
ー
ド
は
作
成
中

の
主
役
は
あ
な
た
、

》
、
あ
な
た
が
主
役
な
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の
で
す
。

（
両
日
）

○
高
蕨
市
民
ば
や
し
の
お
ど
り

パ
レ
ー
ド

（
午
後
６
時
１
９
時
）

○
こ
ど
も
ダ
ル
み
こ
し

○
高
萩
市
民
ま
つ
り
搬
影
会

（
作
品
は
８
月
皿
日
ま
で
に

市
役
所
市
民
相
談
室
、
市
内

カ
メ
ラ
店
へ
ど
う
ぞ
）

問
萩
巾
に
は
、
次
の
四
人
の

か
た
が
た
が
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
の
相
談

役
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
い
つ
で
も

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
費
用
は

無
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で
固
く
秘
密
を
守
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お
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だ
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（3） 市 報 た は ぎか （フ月号〕

ボ
リ
ュ
ー
ム
に

び
つ
く
り

第
鯛
回
茨
城
国
体
「
水
と
緑

の
ま
ど
こ
ろ
国
体
」
秋
季
大
会

も
、
七
月
一
日
現
在
で
あ
と
百

十
日
に
な
り
ま
し
た
。

高
萩
市
で
は
一
般
準
硬
式
野

球
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
参
加

す
る
選
手
、
視
察
員
が
市
内
の

全
旅
館
に
約
六
百
人
が
宿
泊
し

ま
す
。こ

の
宿
泊
者
に
は
、
県
全
体

が
統
一
し
た
食
事
を
提
供
し
よ

う
と
国
体
食
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
参
加
者
が
力
い

っ
ぱ
い
活
躍
で
き
る
よ
う
、
栄

養
的
に
調
和
が
と
れ
衛
生
的
で

豊
か
な
郷
士
食
を
加
味
し
た
も

の
で
「
水
と
緑
と
ま
ど
こ
ろ
国

体
」
に
ふ
さ
わ
し
い
献
立
で
、
鋪

『
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国
体
食
の
講
習
会
開
く

羅蕊
弛
臆
等

；
ず
地

、
乳

識識鵜

’ 市
長
・
助
役
が
試
食

一
例
か
ら
館
六
例
ま
で
、
朝
・

昼
・
夕
食
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
献
立
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

高
萩
市
で
は
、
こ
の
献
立
に

基
づ
い
て
旅
館
関
係
者
に
よ
る

諦
習
会
が
、
六
月
二
十
四
日
中

央
公
民
館
調
理
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
は
第
一
・
二
例
の

実
習
で
、
さ
ら
に
第
三
’
六
例

蕊 瀞
ノアザミ

アザミにはたくさんの種類がありますが、普通ア

ザミといっているのはノアザミのことで、 これは本

州、四国、九州、いたるところの山野に見られ日本

産アザミの代表です。初夏に赤紫色で管状花ばかり

の頭花を_上向きにつけ、総包にはクモ糸状の毛があ
りよくねばります。葉の緑には刺があります。

なお、 アザミ類は若いうちは食べられます。刺は
ゆでると気になりません。

別種ノハラァザミは、花のところがねばらない種

類で、商秋の産んだ植物学者松村任三先生が命名し
たもので、 T|].内では山手方面でよく見られます。

篭

全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
か
ら
四
人
出
場

鋪
叩
回
全
川
身
体
臆
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
茨
城
固
体
終

了
後
「
ま
．
ご
こ
る
国
体
」
と
し

て
十
一
月
二
・
三
日
笠
松
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
を
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

茨
城
県
代
表
と
し
て
高
萩
市

か
ら
、
板
垣
勇
Ⅱ
駒
木
原
（
水

泳
・
砲
丸
投
）
、
舟
生
東
光
Ⅱ

上
手
綱
（
百
メ
ー
ト
ル
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
）
、
堀
田
寿
子
Ⅱ

烏
名
（
車
イ
ス
競
走
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
）
、
小
野
透
Ⅱ
高
浜

町
（
水
泳
・
卓
球
）
の
四
人
の

み
な
さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。
承

ん
な
で
声
援
し
ま
し
ょ
う
。

▽
福
田
儀
太
郎
（
白
木
屋
）
▽

菅
野
清
（
き
よ
し
）
▽
高
橋
節

生
（
大
心
苑
）
▽
鈴
木
勝
雄
（

寿
を
本
）
▽
渡
辺
介
（
幸
楽
）

▽
沢
野
甚
八
（
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ

ン
）

まごころこめた（国体食）を

六
月
定
例
会

幅
議
案
が
制
定

六
月
定
例
市
議
会
は
、
十
日

か
ら
十
七
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
、
上
程
さ
れ
た
議
案
十
五

件
は
、
い
ず
れ
も
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

■
高
萩
市
弔
慰
金
の
支
給
及
び

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
に
関

す
る
条
例
の
制
定

自
然
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た

市
民
の
遺
族
に
対
す
る
弔
慰
金

（
卵
万
円
）
の
支
給
と
、
被
害

を
受
け
た
世
帯
主
に
対
す
る
援

護
資
金
（
刎
万
円
ｌ
卵
万
円
）

の
貸
付
を
行
な
い
、
市
民
の
禰

祉
と
生
活
の
安
定
の
た
め
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
萩
市
老
人
賭
室
整
仙
資
金

貸
付
け
条
例
の
制
定

老
人
（
こ
の
場
合
帥
歳
以
上

の
者
）
の
専
用
居
室
を
整
備
す

る
た
め
に
、
資
金
（
最
高
印
万

円
）
の
貸
付
を
行
な
い
、
老
人

と
家
族
と
の
好
重
し
い
家
庭
関

係
の
維
持
の
た
め
、
条
例
が
制

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
高
萩
市
市
民
憲
章
審
議
会
条

例
の
制
定

市
制
加
周
年
を
契
機
に
、
郷

土
の
限
り
な
い
発
展
と
Ⅲ
か
な

住
朶
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
界
議
会
（
委
員
如
人
）
を
設

置
し
て
、
そ
の
方
向
と
内
容
に

市
＃
議
会

”
の
Ⅲ

動
〆
Ⅷ
、
§

〔
採
択
】

○
同
仁
東
保
育
園
通
路
の
促
進

及
び
園
敷
地
の
拡
張
に
間
す

る
陳
情

○
鼎
道
昇
格
に
関
す
る
陳
情

（
上
君
田
）

○
松
木
田
及
び
小
墹
用
水
路
整

備
に
つ
い
て
（
上
手
綱
）

○
区
域
外
（
電
話
）
解
除
に
関

す
る
陳
情
（
福
平
）

【
不
採
択
】

○
市
道
舗
装
に
関
す
る
陳
情

（
島
名
）

○
固
定
資
産
税
課
税
免
除
方
の

陳
情

（
松
久
保
Ｔ
業
団
地
企
業
）

〔
継
続
審
査
〕

○
道
路
舗
装
工
事
に
関
す
る
請

願
（
横
川
）

○
巾
総
合
病
院
の
建
設
実
現
を

求
め
る
摘
願

○
巾
沖
椛
宅
（
土
地
・
家
屋
）

払
い
下
げ
に
つ
い
て

（
高
浜
町
）

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
高
赦
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

老
人
医
療
費
の
無
料
化
、
乳

児
等
の
医
療
福
祉
費
助
成
、
高

額
療
養
費
支
給
制
度
の
国
保
事

業
へ
の
波
及
な
ど
、
医
療
福
祉

の
大
幅
な
改
善
で
給
付
が
の
び

た
た
め
、
国
保
事
業
の
健
全
な

財
政
運
営
が
困
難
な
の
で
税
率

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

（
詳
し
い
こ
と
は
次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

陳
情
請
願
報
告 ’

751



（4）市報 た か は ぎ〔フ月号）
一一

くて便利に電話がかけられます。

高萩・北茨城・十王・若栗への参加者

の承なさんがた相互の通話は、 3分間（1

度数） 7円で市内通話料金と同じでかけ

られます。 100番に申込んでかけますと

3分間で18円となり不経済です。

また隣接局・平（0246）勿来(02466）

日立（0294〕などの方面へも、 1分30秒

（1度数）7円で通話することができます

100番に申込んでかけますと、 3分間21円

になります。

ダイヤル通話で、 7円の価値をもつと

じょうずにいかしてみてください。

（高萩電報電話局）

ゴミの出し方し尿の

くみ取りにご協力を

間もなくお盆になります。毎年このご

ろになりますと、 し尿くみ取りを頼んで

も来てくれないという苦情、相談が増え

ます。 これは、お盆前に便所をきれいに

しておこうとする家庭が多く、業者がま

わりきれないからです。

し尿処理場では、処皿能力に限度があ

るため、業者に対して一日の搬入台数を

定めていますので、業者も急にくゑ取り

申込み､が増えても応じきれないのです。

このようなため、皆さんにはご迷惑を

おかけしますが、できるだけこの時期を

さけてくみ取りの申込みをしてくださる

ようご協力願います。

また、最近燃えるゴミについて、申込

みをしないでゴミを出しているかたが多

く翠られます。必ず申込んでからゴミを

出すようにしてください。

申込用紙は、市衛生課（画内線286）

または花貫衛生センター（霞2-4318）

に用意してあります。

（高萩『|丁及び十王町衛生組合）

「燃えないゴミの収集日
一（8 9月）

－2級障害者にも

福祉年金が支給一

国民年金の障害福祉年金は、いままで

一級程度の障害でなければ支給されませ

んでしたが、 4月1日から比較的軽い2級

の障害者も支給されます。

支給される年金額は、 6万円（月額5千

円）で、毎年5.9.1月の3回にわけて支払

らわれます。

年齢が20～69歳で、以前から2級障害

に該当していたかた、厚生年金保険など

ほかの年金制度から公的年金を受けてい

なければ、支給を受けることができます

詳しいことについては、保険年金課国

民年金係（露内線224）でおたずねく

ださし､。

唯スポーツ・バト ミントン・パンポン

（1月～3月）

詳しいことについては、市教育委員会

社会教育課(篭③1125)へどうぞ。

胃の集団検診一

一申込みは7月25日まで
ガンは本人の気付かないうちに進行し

気がついたときには手おくれになること

が多いため、早期発見、早期治療するこ

とがいちばんよいことです。

次により冑の集団検診を行ないますか

ら、希望者は申込んでください。

○検診日 8)15日～10日、 12日

○申込み、 電話かハガキでT|丁術生課（塗

内線287.288）へどうぞ。 （住所番地

世帯主名、受診者名、年齢、希望日）

○締切り 7月25日

○会場商萩市役Iﾘ『 （8日は秋山小学校〕

○検診料金500円

「若い力を郷土のために
茨城県警察官募集

県では、若々しい健康で、 しかも正義

感あふれた青年警察官を必要としていま

す。ぜひ警察官を志し、みんなの手でこ

の茨城の平和を守りましよう。

■採用人員男子警察官165名

■受険資格A昭和22年2月2日から28年

4月1日までに生まれた男子で、大学

（4年制)を卒業または50年3月卒業見込

みの者B昭和21年4月2日から31年4月

1日までに生まれた男子でA以外の者

■受付期限Ⅱ1和49年8月16日まで

詳しいことは、高秋警察署警務課、最

寄りの駐在所でおたずねください。

電話はダイヤル

通話が経済的です

ご自分でダイヤルすると、こんなに安

「保険者証はたいせつに一
一保管に十分な注意を

国民健康被保険者証の紛失などによる

再交付が、最近多くなってきています。

この被保険者証は国保加入の資格証明書

であり、 また額面無記入の有価証券のよ

うなものでもあるわけで、お医者さんに

かかるときの受診券でもあります。

被保|墳者証を紛失などしないよう、保

管に十分注意してください。

F学校体育館を夜間開放一
一余暇利用にスポーツを

働く市民や青少年が、わずかな余暇を

利用して体力づくりをするため、学校体

育館を夜間開放しますから、大いに活用

してください。開放時には、指導員2名

が配置されていますから、体育館の管理

や指導をうけてください。

○開放日時

高萩中学校毎月第1．3木曜日

秋山中学校毎月第1．3水曜日

松岡中学校毎月第2．4水曜日

いずれも午後6時から9時まで

○実施できる種目

バレーボール（7月～8月）

バスケヅトポール（9月～11月）

（高萩中学校の承11月卓球）

ダンス(12月）
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菖 市の人口と世帯数
＝

二

6月1日現在 前月比＝

号 人ロ 30． 117人 （増53）
昌

皇 男 14． 773人 （増32）

弓 女 15． 344人 （増21）
号

皇世帯 8．075世帯 （増20）
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